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デ
ュ
ー
ラ
ー
的
身
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の
受
容

 

│
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
を
中
心
に
│

下
　
村
　
耕
　
史

は
じ
め
に

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
（A

lb
rech

t D
ü

rer 1471-1528 

）
の
銅
版
画
（
一
五
〇
四
年
）

と
油
彩
画
（
一
五
〇
七
年
）
に
よ
る
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
は
、
そ
れ
以
降

の
西
洋
美
術
、
特
に
ア
ル
プ
ス
以
北
の
美
術
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
従
来
の
同
題
の
図
像
と
較
べ

て
独
自
の
特
色
を
も
ち
、
そ
れ
が
近
世
北
方
美
術
の
向
か
う
べ
き
方
向
に

大
き
な
示
唆
と
刺
激
を
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
最
初
に
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
が
従
来
の
同
題
の
図
像
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
特
色
を
有
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
後

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
の
そ
れ
以
降
に
制
作
さ
れ
た
同
題

の
作
品
に
対
す
る
影
響
、
お
よ
び
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
裸
体
素
描
の
後
代
に
対

す
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
．
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
の
美
術
史
的
意
義

一
―
一  

デ
ュ
ー
ラ
ー
以
前
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
以
前
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け

る
救
済
史
図
像
サ
イ
ク
ル
の
部
分
を
な
す
図
像
と
し
て
描
か
れ
た
。
例

え
ば
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
図
書
館
所
蔵
の
「
グ
ラ
ン
ヴ
ァ
ル
聖
書
」（“ B

ib
el 

vo
n

 G
ran

d
val”

、
八
四
〇
年
頃
）
で
は
横
に
四
段
に
分
け
ら
れ
た
図
に
、
ア

ダ
ム
と
イ
ヴ
の
創
造
か
ら
楽
園
追
放
後
の
労
働
の
場
面
に
至
る
ま
で
描
か

れ
て
い
る
。
そ
の
他
ド
イ
ツ
・
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
ザ
ン
ク
ト
・
ミ
ヒ
ャ

エ
ル
聖
堂
の
司
教
ベ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
青
銅
扉
（
一
〇
一
五
年
頃
）、
イ

タ
リ
ア
・
モ
デ
ナ
大
聖
堂
（
十
二
世
紀
初
め
）
の
フ
ァ
サ
ー
ド
・
フ
リ
ー

ズ
、
英
国
サ
セ
ッ
ク
ス
州
ハ
ー
ダ
ム
の
セ
ン
ト
・
ボ
ト
ル
フ
聖
堂
の
フ

レ
ス
コ
画
（
一
一
二
五
年
頃
）、
ベ
リ
ー
公
の
た
め
の
い
と
も
豪
華
な
時
祷
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書
（
一
四
一
六
年
以
前
）、
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ッ
ク
に
よ
る
ヘ
ン
ト
の

祭
壇
画
（
一
四
三
二
年
）、
マ
ザ
ッ
チ
オ
と
マ
ゾ
リ
ー
ノ
に
よ
る
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
カ
ル
ミ
ネ
聖
堂
ブ
ラ
ン
カ
ッ
チ
礼
拝

堂
の
壁
画
（
一
四
二
四
／
二
五
〜
二
七
年
）
等
、
救
済
史
の
図
像
サ
イ
ク
ル

を
な
す
図
像
と
し
て
制
作
さ
れ
た
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
図
像
の
例
を
挙
げ
れ

ば
、
枚
挙
に
遑
が
な
い
ほ
ど
多
数
描
か
れ
て
い
る
。

　
一
―
二　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五
〇
四
年
の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
一
五
〇
四

年
、
図
4
）
は
、
上
記
の
作
品
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
救
済
史

図
像
サ
イ
ク
ル
の
部
分
を
な
す
図
像
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
古

典
古
代
の
美
術
に
お
い
て
理
想
と
さ
れ
た
人
体
美
を
表
現
す
る
た
め
に
制

作
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
二
度
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
人
の
美

術
家
に
よ
る
版
画
を
通
し
て
古
典
古
代
の
理
想
的
な
人
体
像
表
現
を
学
ん

だ
。
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
美
術
家
が
手
本
と
し
た
古
典
古
代
の

男
性
裸
体
彫
刻
の
な
か
で
特
に
高
く
評
価
さ
れ
た
の
が
、
現
在
「
ベ
ル

ヴ
ェ
デ
ー
レ
の
ア
ポ
ロ
」
と
称
さ
れ
る
大
理
石
の
ロ
ー
マ
ン
・
コ
ピ
ー

（
原
作
は
紀
元
前
三
三
〇
／
二
〇
年
頃
、
図
1
）
で
あ
る
。
ア
ン
ド
レ
ア
・
マ

ン
テ
ー
ニ
ャ
の
銅
版
画
「
ワ
イ
ン
樽
の
横
の
バ
ッ
カ
ナ
ー
レ
」
の
バ
ッ

カ
ス
像
（
図
2
）
が
、
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
を
初
め
と
す
る
ポ
ー
ズ
と
形
体

の
点
で
、「
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
の
ア
ポ
ロ
」
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
の
た
め
の
「
ア
ダ

ム
」
の
習
作
（W
.421

、
図
3
）
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
上

記
銅
版
画
に
み
ら
れ
る
バ
ッ
カ
ス
の
人
体
を
コ
ン
パ
ス
と
定
規
で
構
成
し

よ
う
と
試
み
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
こ
の
方
法
を
イ
ヴ

像
に
つ
い
て
も
適
用
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
た
男
女
の
習
作

（W
.333

）
を
最
終
的
な
下
描
き
と
し
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五
〇
四
年
の

銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（B

.1

、25.1 

× 19.3 cm

、図
4
）
は
成
立
し
た
。

従
っ
て
こ
の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
救

済
史
図
像
サ
イ
ク
ル
の
部
分
を
な
す
も
の
で
な
く
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
イ
タ

リ
ア
の
版
画
か
ら
学
ん
だ
古
典
古
代
の
理
想
的
男
性
と
女
性
を
表
す
人
体

像
の
表
現
で
あ
る
。

　

上
記
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」

（
一
五
〇
四
年
、
図
4
）
の
、
従
来
の
同
題
の
図
に
対
す
る
特
徴
を
挙
げ
る
と
、

次
の
二
点
に
集
約
さ
れ
よ
う
。

一
．
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
救
済
史

図
像
サ
イ
ク
ル
の
一
図
像
と
し
て
の
表
徴
（
知
恵
の
木
を
中
心
と
し
た
あ
る

い
は
知
恵
の
木
と
と
も
に
並
ぶ
シ
ン
メ
ト
リ
ー
的
構
図
）
を
保
持
し
な
が
ら
も
、

男
性
と
女
性
の
理
想
的
人
体
像
を
表
現
す
る
意
図
で
、
救
済
史
図
像
サ
イ

ク
ル
か
ら
独
立
し
た
図
像
と
し
て
制
作
さ
れ
た

(1)

。

二
．
銅
版
画
の
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
は
、
コ
ン
パ
ス
と
定
規
で
構
成
さ
れ
た
人

体
像
で
あ
る
。
こ
れ
は
ボ
ネ
（B

o
n

n
e 

）
や
シ
ェ
ー
ン
（Sch

o
en

 

）
の
い
う

‘ A
kt’

の
概
念
に
妥
当
す
る
。
即
ち
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム

と
イ
ヴ
」
は
、
理
想
的
人
体
像
を
求
め
て
、
芸
術
的
に
構
成
さ
れ
造
形
さ
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図 4

図 1

図 2

図 3
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れ
た
裸
体
像
で
あ
る

(2)

。

一
―
三　

デ
ュ
ー
ラ
ー
と
古
典
古
代
の
人
体
美

　

以
上
の
よ
う
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
を
初
め
と
す
る
イ
タ

リ
ア
の
美
術
家
に
よ
る
版
画
を
介
し
て
古
典
古
代
の
人
体
美
を
学
ん
だ
。

そ
の
際
重
要
な
こ
と
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
古
典
古
代
の
美
術
を
そ
の
ま
ま

復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
な
く
、
古
代
美
術
を
手
本
に
し
て
新
し
い
キ

リ
ス
ト
教
美
術
を
創
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
言
す
る

彼
自
身
の
言
葉
が
、
一
五
一
二
／
一
三
年
の
「
絵
画
論
」
の
た
め
の
ロ
ン

ド
ン
草
稿
の
次
の
文
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
美
術
家
も
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
の
彫
刻
「
ダ
ヴ
ィ
デ
像
」（
一
五
〇
一
―
一
五
〇
四
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

ア
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
）
に
み
る
よ
う
に
、
古
代
の
均
衡
論
に
基
づ
い
て
聖
書

の
英
雄
を
造
形
し
た
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
よ
う
に
古
代
美
術
を
手
本
に
し

て
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
美
術
を
創
成
す
る
こ
と
を
自
己
の
創
作
原
理
と
し

て
言
明
し
た
美
術
家
は
、
イ
タ
リ
ア
で
は
い
ま
だ
に
知
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
ア
ル
プ
ス
の
南
北
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス

美
術
の
造
形
意
欲
に
関
す
る
本
質
的
な
相
違
が
、
こ
の
文
に
凝
縮
さ
れ
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
彼
ら
（
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
）
が
人
間
の
最
美
の
形
態
を
彼
ら
の
偶

像
神
ア
ポ
ロ
に
あ
て
は
め
た
よ
う
に
、
我
々
も
同
じ
尺
度
を
世
界
中

の
最
美
の
主
キ
リ
ス
ト
に
使
用
し
た
い
。
ま
た
彼
ら
が
ウ
ェ
ヌ
ス
を

最
美
の
女
性
と
し
て
表
し
た
よ
う
に
、
我
々
は
そ
の
同
じ
優
美
な
形

態
を
神
の
母
な
る
最
も
清
ら
か
な
聖
処
女
マ
リ
ア
に
お
い
て
優
雅
に

示
し
た
い
。
ま
た
我
々
は
ヘ
ラ
ク
レ
ス
か
ら
サ
ム
ソ
ン
を
作
り
た

い
。
他
の
全
て
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
我
々
は
同
様
に
な
し
た
く
思

う
。」

(3)　

　

こ
の
引
用
文
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五
〇
四
年
の
銅
版
画
（
図
4
）
を
関

連
さ
せ
る
際
、
銅
版
画
で
は
引
用
文
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
と
マ
リ
ア
で
は

な
く
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
よ
う
。
し

か
し
予
型
論
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
は
キ
リ
ス
ト
と
マ
リ

ア
の
予
型
と
も
み
な
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
予
型
論
の
立
場
と
上
記
引
用
文

の
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
言
葉
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、デ
ュ
ー
ラ
ー
が
銅
版
画「
ア

ダ
ム
と
イ
ヴ
」
に
籠
め
た
造
形
意
図
は
、
神
が
人
類
を
創
造
し
た
よ
う
に
、

彼
は
美
術
家
と
し
て
新
し
い
人
間
を
芸
術
的
に
創
造
す
る
、
と
い
う
信
念

を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う

(4)

。

一
―
四　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
を
完
成
さ
せ
た
三
年
後

に
、
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
を
制
作
し
た
（
一
五
〇
七
年
、A

. 103, 

104

、209

×81cm
, 209 

× 83 cm

、 

マ
ド
リ
ー
ド
・
プ
ラ
ド
美
術
館
、
図
5
）。

油
彩
画
の
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
像
に
は
、
銅
版
画
の
そ
れ
と
異
な
る
造
形
的
特

色
が
見
ら
れ
る
。
銅
版
画
の
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
は
安
定
感
の
あ
る
コ
ン
ト
ラ

ポ
ス
ト
で
描
か
れ
、
八
頭
身
の
古
典
的
な
人
体
像
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
油
彩
画
の
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
像
は
、
ア
ダ
ム
で
は
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
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ト
の
幅
は
狭
く
な
り
、
イ
ヴ
で
は
両
足
は
前
後
に
揃
え
ら
れ
、
九
頭
身
で

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
油
彩
画
の
人
体
像
は
銅
版
画
の
そ
れ
よ
り

も
軽
快
さ
と
動
き
を
強
め
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
油
彩
画
の
人
体
像
に
ゴ

シ
ッ
ク
的
特
徴
を
み
て
、
こ
の
作
品
を
イ
タ
リ
ア
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
予

徴
と
呼
ぶ

(5)

。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
に
み
る
古
典
的
人

体
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
的
人
体
へ
の
こ
の
よ
う
な
移
行
は
、
銅
版
画
に
お
け
る

古
典
的
人
体
美
の
実
現
が
、
彼
の
ゴ
シ
ッ
ク
的
形
体
へ
の
生
得
的
な
衝
動

を
か
え
っ
て
覚
醒
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る

(6)

。

　

油
彩
画
の
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
図
（
図
5
）
は
、
二
〇
九
セ
ン
チ
と
い
う
等

身
大
以
上
の
大
き
さ
を
有
し
、
し
か
も
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
双
方
に
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
パ
ネ
ル
が
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
ア
ダ
ム
と
イ

ヴ
の
図
像
に
み
ら
れ
な
い
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
こ
の
作

品
の
制
作
に
特
別
の
意
図
を
籠
め
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
但
し
こ

の
油
彩
画
の
注
文
主
は
未
だ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

(7)

。

　

北
方
美
術
で
そ
れ
以
降
に
制
作
さ
れ
た
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
は
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
と
油
彩
画
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
の
影
響
を
受
け

な
か
っ
た
作
品
は
殆
ど
な
い
と
い
え
る
ほ
ど
、
こ
の
両
作
品
は
後
世
の
人

体
表
現
に
大
き
な
感
化
を
及
ぼ
し
た
。

一
―
五　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
と
女
性
裸
体
図　

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
裸
体
表
現
の
な
か
で
同
時
代
と
後
世
の
美
術
家
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
作
品
は
上
記
以
外
に
、
木
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
と
女
性

裸
体
習
作
お
よ
び
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
の
素
描
と
油
彩
画
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

マ
ド
リ
ー
ド
の
油
彩
画
の
三
年
後
に
制
作
さ
れ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版

画
連
作
「
小
受
難
伝
」
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
（
一
五
一
〇
年
、B

.17

と

B
.18

）、
特
に
「
楽
園
の
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（B

.17

、
図
6
）
で
は
、
交
脚
に

よ
っ
て
体
の
回
転
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
軽
快
な
動
き
に
よ
り
、
油
彩
画

に
み
ら
れ
る
ゴ
シ
ッ
ク
的
特
徴
が
一
層
昂
め
ら
れ
て
い
る
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五
〇
六
の
年
記
の
あ
る
女
性
裸
体
背
面
素
描

（W
.402

、
図
7
）
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
の
形
体
を
銅

版
画
か
ら
油
彩
画
へ
と
変
え
る
過
程
に
お
い
て
多
数
作
ら
れ
た
イ
ヴ
の
習

作
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
素
描
の
女
性
像
（
図
7
）
は
、
両

足
を
前
後
に
揃
え
な
が
ら
正
面
向
き
で
描
か
れ
た
油
彩
画
の
イ
ヴ
が

百
八
〇
度
回
転
さ
れ
た
形
で
描
か
れ
る
。
こ
の
二
年
後
に
描
か
れ
た
素
描

図 5
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「
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
」（
一
五
〇
八
年
、W

. 436

、
図
８
）
に
基
づ
い
て
十
年
後

に
制
作
さ
れ
た
油
彩
画
「
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
」（
一
五
一
八
年
、A

. 137

）
で
は
、

両
脚
が
揃
え
ら
れ
た
九
頭
身
以
上
の
女
性
裸
体
像
が
正
面
向
き
で
描
か
れ

る
。
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
か
ら
明
確
な
形
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ

た
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
裸
体
像
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
的
垂
直
性
は
、
こ
の
作

品
で
最
高
度
に
達
し
た
印
象
を
与
え
る
。

一
―
六　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
『
人
体
均
衡
論
四
書
』（
一
五
二
八
年
刊
）

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
裸
体
像
を
扱
う
上
記
の
作
品
を
初
め
と
し
て
、「
四
使

徒
」（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
）
の
よ
う
に
多
く
の
着
衣
像

を
作
品
で
表
し
て
い
る
。
着
衣
で
あ
れ
裸
体
で
あ
れ
、
彼
の
描
く
こ
れ
ら

の
人
体
像
に
は
そ
の
構
成
の
基
礎
に
、
イ
タ
リ
ア
の
美
術
家
ヤ
ー
コ
ポ
・

デ
・
バ
ル
バ
リ
（ Jaco

p
o

 d
e B

arb
ari

、c. 1460-c. 1512

、
一
五
〇
〇
―

一
五
〇
三
年
頃
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
滞
在
）
と
の
出
会
い
に
よ
り
始
め
ら
れ
、

彼
の
晩
年
に
至
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
人
体
均
衡
論
の
研
究
が
あ
る

(8)

。
そ

の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
主
著
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
没
後
の
一
五
二
八
年
に

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
刊
行
さ
れ
た
『
人
体
均
衡
論
四
書
』
で
あ
る

(9)

。
そ

の
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

　

第
一
書
で
は
、
七
頭
身
か
ら
十
頭
身
ま
で
の
男
女
像
（
A
と
A1
型
か
ら

E
と
E1
型
ま
で
）
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
八
頭
身
は
通
常
の
八
頭
身

（
B
と
B1
型
）
と
細
型
の
八
頭
身
（
C
と
C1
型
）
に
分
け
て
示
さ
れ
る
。
更
に

八
頭
身
の
男
性
の
頭
部
構
成
と
幼
児
の
体
の
比
例
が
そ
れ
に
加
わ
る
。

図 7

図 6
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第
二
書
で
は
、
全
長
の
一
／
六
を
基
準
尺
と
す
る
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
エ

ク
セ
ン
ペ
ダ
の
方
法
が
採
用
さ
れ
る
。
七
頭
身
か
ら
八
・
三
／
四
頭
身
ま

で
の
測
定
値
と
八
つ
の
異
な
る
人
体
比
例
像
が
示
さ
れ
る
。
ア
ル
ベ
ル

テ
ィ
の
最
小
単
位
は1/600

（1/6 

× 1/10 

× 1/10

）
で
あ
る
が
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
そ
れ
は
更
に
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
一
／
三
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
ｍ

八
〇
㎝
の
身
長
の
男
性
像
で
は
一
㎜
に
当
た
る
。

　

第
三
書
で
は
、
前
二
書
で
示
さ
れ
た
基
本
タ
イ
プ
の
全
身
像
と
頭
部
の

変
形
が
示
さ
れ
る
。

　

第
四
書
で
は
人
体
の
動
態
の
表
現
法
、
お
よ
び
人
体
が
立
方
体
に
分
解

さ
れ
て
示
さ
れ
る
。

　

総
じ
て
本
書
に
は
男
女
の
全
身
像
一
四
一
図
（
正
側
背
を
別
々
に
数
え

て
）、
頭
部
の
像
六
八
図
、
幼
児
の
全
身
像
三
図
、
そ
の
他
手
足
の
図
、

変
形
図
法
が
収
め
ら
れ
る
。

　

本
書
の
初
版
本
の
後
に
、
そ
の
翻
刻
版
（
一
六
〇
四
）、
ラ
テ

ン
語
版
（
一
五
三
二
、
一
五
三
四
、
一
五
三
七
、
一
五
五
七
）、
フ
ラ

ン
ス
語
版
（
一
五
五
七
、一
六
一
三
、一
六
一
四
）、
イ
タ
リ
ア
語
版

（
一
五
九
一
、
一
五
九
四
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
（
一
五
九
九
）
お
よ
び
オ
ラ

ン
ダ
語
版
（
一
六
二
二
、
一
六
六
二
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
刊
行
に

よ
り
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
本
書
で
意
図
し
た
人
体
表
現
に
お
け
る
均
衡
論
の

重
要
さ
の
認
識
は
、
近
世
以
降
の
北
方
美
術
の
世
界
に
広
く
浸
透
し
て

い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
芸
術
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
銅

版
画
と
油
彩
画
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
が
、
人
体
均
衡
論
の
浸
透
に
拍
車

を
か
け
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

一
―
七  

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
の
模
作

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
図
5
）
は
現
在
マ
ド
リ
ー

ド
の
プ
ラ
ド
美
術
館
に
あ
る
が
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
か
ら
マ
ド
リ
ー
ド
に

移
さ
れ
る
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
模
作
が
数
点
作
ら
れ
た
。
そ
れ
ら

の
模
作
も
デ
ュ
ー
ラ
ー
的
身
体
像
の
同
時
代
と
後
世
に
お
け
る
受
容
に
、

一
定
の
役
割
を
演
じ
た
と
推
量
さ
れ
る
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
図
5
）
は
、
十
六
世
紀
末

か
ら
十
七
世
紀
初
め
に
か
け
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
か
ら
プ
ラ
ハ
に
至
る

油
彩
画
の
そ
れ
ま
で
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
。
と
も
か
く
も
カ
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
は
一
六
〇
二
年
プ
ラ
ハ

宮
廷
の
美
術
収
集
室
で
そ
れ
を
実
見
し
て
い
る
(10)

。
だ
が
こ
の
油
彩
画
は
、

図 8
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一
六
四
八
年
八
月
五
日
プ
ラ
ハ
が
三
〇
年
戦
争
（
一
六
一
八
―
一
六
四
八
）

に
お
い
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
略
奪
さ
れ
た
際
に
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
女

王
の
命
に
よ
り
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
宮
廷
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
油
彩
画
は

こ
の
時
期
か
ら
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
女
王
の
退
位
（
一
六
五
四
年
六
月
六
日
）

ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
室
に
あ
っ
た
。
女
王
は
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
と

退
位
に
際
し
て
油
彩
画
を
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
四
世
に
贈
っ
た
。
油
彩

画
は
六
年
足
ら
ず
の
間
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
宮
廷
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
間

に
二
点
の
模
作
が
作
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
今
日
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
と
エ
デ

ビ
ー
（Ö

d
eb

y 

）
に
あ
る
(11)

。

　

マ
イ
ン
ツ
州
立
美
術
館(Lan

d
esm

u
seu

m
  M

ain
z)

所
蔵
の
油
彩
画「
ア

ダ
ム
と
イ
ヴ
」
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
プ
ラ

ド
美
術
館
、
図
5
）
の
模
作
で
あ
る
。
こ
の
模
作
は
一
八
〇
一
年
ま
で
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
市
庁
舎
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
際
に

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
が
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
り
占
領
さ
れ
た
際
に
接
収
さ
れ
て
、

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
か
ら
パ
リ
に
運
ば
れ
、
そ
の
後
当
時
は
フ
ラ
ン
ス
の
地

方
都
市
と
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ン
ツ
に
贈
与
さ
れ
今
日
に
至
っ
た
。
こ
の
模

作
の
作
者
と
し
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
工
房
で
四
年
ほ
ど
助
手
と
し
て
働
い
た

ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
(12)

。

　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館(G

alleria d
egli U

fi
zzi, Firen

ze)

所
蔵
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
も
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム

と
イ
ヴ
」（
プ
ラ
ド
美
術
館
、
図
5
）
の
模
作
で
あ
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

の
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
二
世
は
こ
の
作
品
を
一
六
二
〇
年
代
中
葉
、

メ
デ
ィ
チ
家
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
二
世
に
贈
っ
た
。
こ
の
作
品
に
は
原
作
に

描
か
れ
て
い
な
い
動
物
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
模
作
と
い
う
よ
り
も

原
画
の
自
由
な
改
作
と
呼
ぶ
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
作
品
に
つ

い
て
も
マ
イ
ン
ツ
と
同
様
に
、
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
が

作
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ピ
ッ
テ
ィ
美
術
館
に
あ
る
銅
版
画
は
、
こ
の

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
作
品
を
カ
ル
ツ
ィ
（A

. C
alzi

：
ア
ダ
ム
）
と
フ
ェ

レ
ッ
テ
ィ
（L. Ferretti

：
イ
ヴ
）
が
一
八
四
二
年
に
銅
板
に
写
し
た
も
の

で
あ
る
(13)

。

二
．
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
を
中
心
と
す
る

　
　
作
品
の
同
時
代
と
後
世
の
受
容

二
―
一　

ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図

　

キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
史
図
像
サ
イ
ク
ル
か
ら
独
立
し
た
「
ア
ダ
ム
と
イ

ヴ
」
図
の
意
味
に
お
い
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
の
影

響
を
十
六
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
の
美
術
家
の
な
か
で
最
も
顕
著
に
作
品
に

反
映
し
た
の
が
、
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
と
ル
ー
カ
ス
・

ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
を
中

心
と
す
る
彼
ら
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
作
品
と
彼
ら
の
作

品
と
の
表
現
上
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
（H

an
s B

ald
u

n
g G

rien
 

一
四
八
四
／
八
五
―
一
五
四
五
）
は
一
五
〇
三
年
十
八
歳
の
と
き
に
職
人
と

し
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
工
房
に
入
り
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
一
五
〇
七
年
春
ヴ
ェ
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ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
帰
郷
す
る
ま
で
こ
の
工
房
で
仕
事
を

し
、
そ
の
後
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
去
っ
て
ハ
ッ
レ
に
赴
い
た
。
バ
ル
ド
ゥ

ン
ク
は
一
五
〇
八
年
に
短
期
間
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
戻
っ
た
が
、
そ
の
間

に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
を
見
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」(Sü

n
d

en
fall)

を
主
題
と
す
る
作
品
は
彼
の
創
作
時
期

（
一
五
〇
五
―
一
五
三
八
）
の
殆
ど
全
て
を
通
し
て
見
ら
れ
る
。

　

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
シ
ェ
ー
ン(C

h
rstian

 Sch
o

en
)

は
「
ア
ダ
ム
と
イ

ヴ
」
に
関
す
る
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
の
作
品
を
、「
議

論
を
強
調
す
る
図
」(d

as d
iscu

rsive B
ild

)

と
「
官
能
的
雰
囲
気
を
強
調

す
る
図
」(d

ie sex
elle Q

u
alität d

es Sü
n

d
en

falls)

の
二
種
類
に
分
け
る
。

　

前
者
の
作
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
一
五
一
四
年
頃
の
木
版
画
「
ア
ダ
ム

と
イ
ヴ
」（
図
9
）
と
一
五
二
五
年
頃
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
ブ

ダ
ペ
ス
ト
、
図
10
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
木
版
画
（
図
9
）
で
は
誘
惑
す
る
蛇

が
す
で
に
説
得
さ
れ
た
イ
ヴ
と
と
も
に
、
未
だ
に
説
得
さ
れ
て
い
な
い
ア

ダ
ム
に
向
か
い
合
い
、
ア
ダ
ム
と
議
論
を
し
て
い
る
光
景
が
表
現
さ
れ
る
。

　

そ
の
異
常
な
大
き
さ
と
二
つ
の
パ
ネ
ル
と
い
う
点
で
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
マ

ド
リ
ー
ド
の
原
作
（
図
5
）
と
類
似
す
る
油
彩
画
（
図
10
）
で
は
、
イ
ヴ
が

す
で
に
説
得
さ
れ
た
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ア
ダ
ム
は
顔
を

上
げ
て
知
恵
の
木
の
枝
に
巻
き
付
く
蛇
と
議
論
を
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
蛇
と
議
論
す
る
ア
ダ
ム
の
表
現
に
お
い
て
、
ハ
ン
ス
・

バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
表
現
と
異
な
る
。
即
ち
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
で
は
銅
版
画
で
も
油
彩
画
で
も
、
蛇
の
誘
惑
に
対
し
て
ア
ダ

ム
と
イ
ヴ
が
示
す
反
応
が
微
妙
に
違
え
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

図 9図 10
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し
て
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
で
は
蛇
の
誘
惑
に
対
す
る
ア

ダ
ム
と
イ
ヴ
の
反
応
は
、
上
述
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
表
現

さ
れ
る
。

　

更
に
「
官
能
的
雰
囲
気
を
強
調
す
る
図
」
の
作
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は

一
五
一
一
年
の
明
暗
木
版
画
（
図
11
）
と
一
五
一
九
年
の
大
型
木
版
画
（
図

12
）
お
よ
び
一
五
三
一
年
頃
の
油
彩
画
（
マ
ド
リ
ー
ド
、
図
13
）
の
「
ア
ダ

ム
と
イ
ヴ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
体
を
寄
せ
合

う
姿
で
表
さ
れ
、
官
能
的
な
雰
囲
気
が
強
調
さ
れ
る
。
堕
罪
の
主
題
に
関

す
る
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
の
作
品
に
は
い
ず
れ
も
人
体
の
官
能
性
が
濃
厚
に
表

現
さ
れ
、
イ
ヴ
は
誘
惑
者
と
し
て
示
さ
れ
る
(14)

。

二
―
二　

ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図

　

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
シ
ェ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ

（
父
）（Lu

cas C
ran

ach
 d

er Ä
ltere 

一
四
七
二
―
一
五
五
三
）
は
「
ア
ダ
ム

と
イ
ヴ
」
の
主
題
に
つ
い
て
、
一
五
〇
九
年
か
ら
一
五
二
二
年
頃
ま
で
二

点
の
版
画
を
制
作
す
る
と
と
も
に
、
一
五
一
〇
年
か
ら
一
五
五
〇
年
ま
で

の
期
間
に
、
三
〇
点
を
超
え
る
油
彩
画
を
制
作
し
た
。

図 11

図 13 図 12
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デューラー的身体の受容
　

ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
の
一
五
〇
九
年
の
油
彩
画
「
ウ
ェ
ヌ

ス
と
ア
モ
ー
ル
」（
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術

館
、図
14
）
は
、デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五
〇
七
年
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」

（
図
５
）
の
「
イ
ヴ
」
の
直
接
的
な
造
形
的
反
応
と
考
え
ら
れ
る
。
暗
い
背

景
に
貼
ら
れ
た
紙
葉
の
銘
文
に
は
「
全
力
で
愛
の
欲
望
を
抑
え
よ
、
さ
も

な
く
ば
、
汝
の
魅
惑
さ
れ
た
心
は
ウ
ェ
ヌ
ス
の
虜
と
な
る
」
と
い
う
道
徳

的
な
モ
ッ
ト
ー
が
記
さ
れ
る
。
観
者
に
向
け
ら
れ
た
こ
の
訓
戒
の
言
葉
に

も
拘
わ
ら
ず
、
ヴ
ェ
ヌ
ス
の
裸
体
は
官
能
的
に
描
か
れ
る
。

　

油
彩
画
「
ウ
ェ
ヌ
ス
と
ア
モ
ー
ル
」（
図
14
）
の
よ
う
に
、
暗
い
背
景
の

前
に
明
る
く
浮
か
び
上
が
る
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
裸
体
表
現
と
い
う
形
式

は
、
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
が
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
の
主
題
を

描
く
際
の
一
方
の
典
型
的
な
タ
イ
プ
を
表
す
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
同

様
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
パ
ネ
ル
が
割
り
当
て
ら
れ
る

一
五
二
八
年
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
、
図
15
）

で
は
、
ア
ダ
ム
は
右
手
で
後
頭
部
に
触
る
仕
草
を
し
、
足
も
曖
昧
な
形
で

揃
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ダ
ム
の
こ
の
ポ
ー
ズ
は
蛇
の
誘
惑
に
対
す
る
彼
の

心
理
的
な
遅
疑
逡
巡
を
表
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
ヴ

は
平
静
な
素
振
り
で
右
手
に
禁
断
の
木
の
実
を
の
せ
て
描
か
れ
る
。
彼
女

は
ア
ダ
ム
に
禁
断
の
実
を
食
す
る
こ
と
を
薦
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
イ
ヴ
の
裸
体
表
現
に
は
、
細
い
肩
、
小
さ
い
胸
、
丸
い
形
の
腹
、
曲

線
を
強
調
し
た
長
い
脚
と
い
う
、
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
の
描

く
ウ
ェ
ヌ
ス
や
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
等
の
女
性
裸
体
像
に
共
通
す
る
特
徴
が
、

典
型
的
に
見
ら
れ
る
。

　

ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
が
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
主
題
を
描
い
た
、

上
記
と
異
な
る
も
う
一
つ
の
典
型
的
な
タ
イ
プ
は
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
楽

園
で
知
恵
の
木
と
と
も
に
描
か
れ
る
形
式
で
あ
る
（
こ
の
タ
イ
プ
に
は
牡
鹿

と
雄
獅
子
等
の
動
物
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
加
わ
る
こ
と
が
多
い
）。
こ
の
タ
イ
プ

の
作
例
と
し
て
こ
こ
で
は
一
五
一
二
年
頃
の
油
彩
画
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
国
立

美
術
館
、
図
16
）
と
一
五
三
八
年
頃
の
油
彩
画
（
プ
ラ
ハ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
図
17
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
（
図
16
）
で
は
、
上
半
身
が
些
か

大
き
す
ぎ
る
感
の
あ
る
ア
ダ
ム
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
誘
惑
す
る
蛇
の

い
る
頭
上
の
知
恵
の
木
を
見
つ
め
、
両
手
を
広
げ
て
驚
き
を
示
し
て
い
る
。

ア
ダ
ム
の
示
す
こ
の
よ
う
な
緊
張
感
に
対
し
て
、
右
手
に
禁
断
の
木
の
実

を
も
つ
イ
ヴ
は
、
顔
の
表
情
も
ポ
ー
ズ
も
冷
静
な
感
じ
で
描
か
れ
る
。
ま

た
後
者
（
図
17
）
で
は
、
イ
ヴ
は
右
脚
を
曲
げ
て
そ
の
足
裏
を
知
恵
の
木

の
幹
に
あ
て
、
更
に
背
中
を
木
の
幹
に
あ
ず
け
な
が
ら
、
右
手
で
禁
断
の

図 14
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木
の
実
を
薦
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
気
楽
な
ポ
ー
ズ
で
イ
ヴ
が
差
し
出

す
木
の
実
を
ア
ダ
ム
は
自
分
の
手
で
は
一
切
触
れ
ず
に
食
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
図
に
も
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
蛇
の
誘
惑
に
対
す
る

反
応
の
違
い
が
明
白
に
表
現
さ
れ
る
(15)

。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
と
上
記
二
人
の
美
術
家
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
に
関
す

る
表
現
上
の
異
同
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
の
主
題
を
扱
う
銅
版
画
と
油
彩
画

に
お
い
て
、
古
典
古
代
の
美
術
が
求
め
た
人
体
美
の
理
想
を
実
現
す
る
こ

図 16 図 15

図 17
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と
を
目
指
し
、
堕
罪
以
前
の
完
全
な
美
を
有
す
る
人
体
を
、
均
衡
論
に
基

づ
い
て
表
現
し
た
(16)

。
そ
れ
に
対
し
て
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー

ン
と
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
は
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
の
主
題
を

扱
う
作
品
に
お
い
て
、
と
も
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
ほ
ど
に
は
古
典
的
な
均
衡
論

に
注
意
を
払
わ
ず
、
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
形
体
感
覚
に
基
づ
い
て
、
人
体
の
官

能
性
と
魅
惑
性
の
表
現
に
力
点
を
お
い
た
。ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ（
父
）

は
そ
れ
に
加
え
て
堕
罪
の
契
機
と
瞬
間
を
強
調
し
た
。
更
に
蛇
の
誘
惑
に

対
す
る
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
反
応
に
つ
い
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
で
は

眼
の
表
情
等
に
よ
り
微
妙
に
区
別
さ
れ
て
表
現
さ
れ
た
が
、
バ
ル
ド
ゥ
ン

ク
も
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
も
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
反
応
の
違
い
を
意
図
的
に
際
だ
た

せ
た
。
そ
の
た
め
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
も
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
も
と
も
に
イ
ヴ
を
誘
惑

者
と
し
て
描
く
こ
と
に
な
っ
た
。

二
―
三　

ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
の
彫
刻
・
工
芸
に
み
る

　
　
　
　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
の
受
容

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
生
前
か
ら
す
で
に
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
シ
ョ
イ
ル
や
エ
ラ

ス
ム
ス
等
の
人
文
主
義
者
に
よ
っ
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
（
在
位

B
C

. 336-323

）
の
伝
説
的
な
宮
廷
画
家
ア
ペ
レ
ー
ス(A

p
elles)

に
準
え
ら

れ
、
ド
イ
ツ
の
あ
る
い
は
黒
線
の
ア
ペ
レ
ー
ス
と
称
え
ら
れ
た
(17)

。
そ
れ

故
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
期
の
美
術
家
が
、
ア
ペ
レ
ー
ス
の
再
来

と
し
て
芸
術
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
や
油
彩

画
な
ら
び
に
素
描
を
手
本
に
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
作
品
か
ら
構
図

や
モ
テ
ィ
ー
フ
を
借
用
し
て
、
彼
ら
の
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
を
、
パ
ト

ロ
ン
と
な
り
え
る
上
流
社
会
の
美
術
愛
好
家
に
、
彼
ら
の
芸
術
的
力
量
を

ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
最
良
の
方
法
な
り
手
段
と
見
な
し
た
こ
と
は
、
想
像
に

難
く
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
以
下
の
許
さ
れ
た
紙
数
で
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
と
バ
ロ
ッ
ク
期
の
北
方
美
術
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容

の
一
様
相
と
し
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
作
品
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
彫
刻
作
品

と
工
芸
作
品
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

最
初
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
図
4
）
と
関
連

づ
け
ら
れ
る
作
品
を
取
り
上
げ
る
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
工
芸
家
が

一
五
五
〇
年
頃
制
作
し
た
と
み
ら
れ
る
「
楽
園
の
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
、Sch

atzkam
m

er d
er R

esid
en

z

）
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画

の
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
ポ
ー
ズ
お
よ
び
そ
の
構
図
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
さ

れ
、
イ
ヴ
の
横
の
犬
と
背
景
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
「
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ

ス
」（B

.57

）
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
作
品
の
主
要
場
面
は
、
ラ

ピ
ス
ラ
ズ
リ
の
青
で
彩
色
さ
れ
た
ス
タ
ッ
コ
地
を
背
景
に
し
て
、
鎚
金
加

工
さ
れ
た
金
の
浮
彫
で
表
現
さ
れ
、
枠
は
金
具
で
装
飾
さ
れ
た
象
牙
製
で
、

十
七
世
紀
の
付
加
物
で
あ
る
(18)

。

　

十
七
世
紀
の
前
半
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
で
制
作
さ
れ
た
木
の
浮
彫
作

品
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
ケ
ル
ン
、K

u
n

stgew
erb

em
u

seu
m

、
図
18
）
で
は
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
の
構
図
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
な
が
ら
、
浮

彫
の
特
性
を
活
か
し
て
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
銅
版
画
の
正
面
図
か
ら
四
分
の

三
の
向
き
に
立
体
的
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
銅
版
画
の
ア
ダ
ム
の
コ

ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
は
交
脚
に
、
銅
版
画
の
イ
ヴ
の
下
げ
ら
れ
た
左
手
は
頭
上
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類
似
の
構
図
で
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
作
品
の
石
の

浮
彫
に
よ
る
模
作
が
、十
七
世
紀
前
半
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ベ
ル
ハ
ル
ト
・

ケ
ル
ン
（B

erh
ard

 K
ern

 

）
の
工
房
で
制
作
さ
れ
た
(20)

。

二
―
四　

ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
の
小
彫
刻
に
み
る

　
　
　
　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
の
受
容

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
図
5
）
と
関
連
づ
け
ら
れ

る
彫
刻
作
品
は
こ
こ
で
は
二
点
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
当
時

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
市
庁
舎
に
掛
け
ら
れ
現
在
マ
イ
ン
ツ
に
あ
る
模
作

に
基
づ
い
て
一
六
〇
〇
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
梨
の
木
の
彫
刻
（
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
、26.6cm

と24.9cm

、B
ayerisch

es N
atio

n
alm

u
seu

m

、
図
19
）
で
あ

の
禁
断
の
木
の
実
の
方
へ
と
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
銅
版
画
に
み
ら
れ

ず
木
の
浮
彫
に
登
場
す
る
牡
鹿
と
雄
獅
子
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
こ
れ
ら
の

動
物
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
た
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
の
「
ア
ダ

ム
と
イ
ヴ
」
図
か
ら
採
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
(19)

。

　

ペ
ー
タ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（Peter V

isch
er d

er Jü
n

gere

）
に
よ
る
ブ

ロ
ン
ズ
の
浮
彫
作
品
「
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
と
エ
ウ
リ
デ
ィ
ケ
ー
」（
一
五
一
五

／
二
〇
年
頃
）
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
に
刺
激

さ
れ
て
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
即
ち
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
の
人

類
の
始
祖
に
対
す
る
対
作
品
と
し
て
、
こ
の
作
品
で
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
に

お
け
る
文
化
と
芸
術
の
創
始
者
と
崇
め
ら
れ
る
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
と
そ
の
妻

エ
ウ
リ
デ
ィ
ケ
ー
が
、
中
央
の
木
を
除
く
形
で
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
に

図 18

図 19
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デューラー的身体の受容

る
。
こ
の
作
品
で
は
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
位
置
が
左
右
置
き
換
え
ら
れ
、
そ

の
た
め
ア
ダ
ム
の
右
手
の
ポ
ー
ズ
が
油
彩
画
と
か
な
り
異
な
る
。
こ
の

彫
刻
は
油
彩
画
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
化
さ
れ
た
工
芸
品
と
い
う
印
象
を
与
え

る
(21)

。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
油
彩
画
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
他
の
作
品
は
、
ロ
ン

ド
ン
に
あ
る
シ
カ
モ
ア
の
木
に
よ
る
彫
刻
作
品
（
高
さ18.5cm

、V
icto

ria 

&
 A

lb
ert M

u
seu

m

）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は

一
六
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で
幅
広
く
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も

台
座
は
近
代
製
で
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
風
の
葡
萄
の
葉
で
飾
ら

れ
て
お
り
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
風
に
も
み
え
る
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ

像
が
台
座
と
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
像
の
制
作
年
は
一
九
〇
〇
年

頃
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ

の
ポ
ー
ズ
は
油
彩
画
に
極
め
て
近
似
し
て
い
る
(22)

。

二
―
五　

ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
の
小
彫
刻
と
工
芸
に
み
る

　
　
　
　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版
画
の
受
容

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版
画
連
作
「
小
受
難
伝
」
の
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」（
図

6
）
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
作
品
は
こ
こ
で
は
二
点
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一

つ
は
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
ジ
ャ
ン
・
ペ
ニ
コ
ー
一
世(Jean

 Pen
icau

d
 1.)

が

一
五
二
五
年
頃
に
銅
板
に
エ
ナ
メ
ル
で
描
い
た
工
芸
品
（10.5

×8.2cm

、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
、M

u
seu

m
 fü

r K
u

n
sth

an
d

w
erk

）
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
ポ
ー
ズ
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版
画
に
近
似
す
る
が
、
木

版
画
の
猪
が
こ
の
工
芸
品
で
は
牡
鹿
に
代
え
ら
れ
て
い
る
(23)

。
上
記
木
版

画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
図
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
他
の
作
品
は
、ゲ
オ
ル
ク
・

ペ
ー
テ
ル
（G

eo
rg Petel 

）
が
一
六
二
七
年
に
制
作
し
た
象
牙
彫
り
の
作

品
（
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
、R

u
b

en
sh

u
is

、24.9 

× 12.8cm

）
で
あ
る
。
こ

の
象
牙
彫
り
の
直
接
の
手
本
と
な
っ
た
の
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
影
響
を
受

け
た
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ホ
ル
ツ
ィ
ウ
ス(H

en
d

rik G
o

ltziu
s 

一
五
五
八
―

一
六
一
七
）の
銅
版
画
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
木
版
画
は
間
接
的
に
象
牙
彫
り
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
実
際
両
作

品
の
間
に
は
表
現
上
の
相
違
も
目
立
つ
。
即
ち
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版
画

で
は
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
は
互
い
の
手
を
相
手
の
肩
や
背
に
回
し
、
二
人
が
肩

を
並
べ
た
状
態
で
描
か
れ
る
が
、
象
牙
彫
り
で
は
禁
断
の
木
を
背
景
に
向

か
い
合
う
姿
で
表
さ
れ
る
。
ま
た
木
版
画
で
は
イ
ヴ
が
蛇
か
ら
禁
断
の
木

の
実
を
受
け
取
る
が
、
象
牙
彫
り
で
は
ア
ダ
ム
が
木
の
実
を
手
に
し
て
い

る
。
因
み
に
こ
の
象
牙
彫
り
は
、
ル
ー
ベ
ン
ス
と
親
交
の
あ
っ
た
ゲ
オ
ル

ク
・
ペ
ー
テ
ル
か
ら
ル
ー
ベ
ン
ス
へ
の
贈
り
物
と
み
な
さ
れ
て
い
る
(24)

。

二
―
六　

ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
の
小
彫
刻
に
み
る

　
　
　
　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
の
受
容

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
と
バ
ロ
ッ
ク
期
に
、
工
芸
品
に

近
い
小
型
浮
彫
作
品
の
形
で
広
く
鑑
賞
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
作
例
と

し
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
二
点
の
素
描
、
つ
ま
り
一
五
〇
六
の
年
記
の
あ
る
女

性
裸
体
背
面
素
描（W

.402

、図
7
）と
素
描
「
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
」（
一
五
〇
八

年
、W

. 436
、
図
8
）
を
手
本
と
す
る
浮
彫
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

一
五
〇
六
の
年
記
の
あ
る
女
性
裸
体
背
面
素
描
（W

.402

、
図
7
）
を
手
本
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と
し
て
制
作
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
石
の
浮
彫
作
品
「
女
性
裸
体
背
面

像
」（15.1

×6.5cm

、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
に
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

モ
ノ
グ
ラ
ム
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
浮
彫
は
生
涯
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
ク
に
あ
っ
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
周
辺
で
活
動
し
た
ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
ク

ル
ー
ク
（Lu

d
w

ig K
ru

g 

一
四
八
八
／
九
〇
―
一
五
三
二
）
の
作
品
か
、
あ
る

い
は
十
七
世
紀
初
め
の
所
謂
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
時
期
の

作
品
と
、
今
日
で
は
み
ら
れ
て
い
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
（
図
7
）
で
は
、

両
足
を
前
後
に
揃
え
、
左
手
で
頭
被
を
も
ち
な
が
ら
、
左
腕
を
斜
め
下
に

真
っ
直
ぐ
に
伸
ば
し
て
、
支
え
な
し
に
立
つ
背
面
の
女
性
像
が
、
浮
彫
で

は
、
左
手
に
布
を
持
ち
左
腕
を
体
に
沿
わ
せ
な
が
ら
、
角
柱
台
上
に
右
肘

を
置
い
た
ま
ま
、
交
脚
で
立
つ
背
面
の
女
性
像
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
ポ
ー
ズ
の
変
更
に
も
拘
わ
ら
ず
、
浮
彫
作
品
の
手
本
が
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
素
描
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
浮
彫

作
品
を
手
本
に
し
た
十
九
世
紀
の
模
作
が
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ゲ
ル
マ

ン
民
族
博
物
館
（G

erm
an

isch
es N

atio
n

alm
u

seu
m

）
に
あ
る
(25)

。

　

素
描
「
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
」（
一
五
〇
八
年
、W

. 436

、
図
8
）
を
手
本
と
し

た
彫
刻
作
品
と
し
て
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
制
作
さ
れ
現
在
ハ
ン
ブ
ル
ク

の
工
芸
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
象
牙
浮
彫
「
女
性
裸
体
像
」（13.5
×5.9cm

、
M

u
seu

m
 fü

r K
u

n
st u

n
d

 G
ew

erb
e

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描

で
は
、
布
を
両
脚
の
間
に
挟
み
な
が
ら
、
両
足
を
揃
え
右
手
の
短
剣
で

胸
を
刺
す
姿
で
女
性
が
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
象
牙
浮
彫
で

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
石
の
浮
彫
の
背
面
裸
体
像
が
そ
の
ま
ま
反
転
さ
れ

て
正
面
向
き
に
さ
れ
た
姿
で
、
女
性
が
表
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
象

牙
浮
彫
は
、
女
性
の
裸
体
を
そ
れ
ぞ
れ
背
面
と
正
面
か
ら
表
し
た
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
上
記
二
点
の
素
描
を
総
合
し
た
作
品
と
言
え
よ
う
(26)

。
イ
ー
テ

ル
ス
ペ
ル
ガ
ー
（C

h
r. Jo

s. Itelsp
erger 

一
七
六
三
―
一
八
三
六
）
の
手
に

な
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
一
対
の
象
牙
浮
彫
（
各14.6

×7.7cm

、B
ayerisch

es 

N
atio

n
alm

u
seu

m

、
図
20
）
は
、
ま
さ
に
こ
の
二
点
の
素
描
を
対
作
品
と

し
て
鑑
賞
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
(27)

。

図 20
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デューラー的身体の受容

終
わ
り
に

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
銅
版
画
（
図
4
）
と
油
彩
画
（
図
5
）
に
お
い
て
、「
ア
ダ

ム
と
イ
ヴ
」
図
を
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
救
済
史
図
像
サ
イ
ク
ル
か
ら
独

立
さ
せ
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
裸
体
と
し
て
の
身
体
を
コ
ン
パ
ス
と
定
規

で
構
成
し
て
、
古
典
的
人
体
美
（
銅
版
画
）
と
ゴ
シ
ッ
ク
的
特
徴
を
際
だ

た
せ
た
人
体
美
（
油
彩
画
）
を
世
に
問
う
た
こ
と
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
同
様

生
得
の
ゴ
シ
ッ
ク
的
造
形
資
質
を
具
備
し
た
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・

グ
リ
ー
ン
と
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）
に
よ
る
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
群
、
お
よ
び
ウ
ェ
ヌ
ス
や
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
を
主
題

と
す
る
裸
体
画
（“ A

kt”

）
の
作
品
群
を
成
立
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
と
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
（
父
）

の
聖
書
や
神
話
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
作
品
群
に
お
い
て
み
ら
れ
る
顕
著
な

傾
向
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
で
は
あ
く
ま
で
も
聖
書
の
精
神
に
適
う
意
味
で
の

構
成
的
造
形
化
で
あ
っ
た
も
の
が
、
両
美
術
家
で
は
そ
の
テ
ー
マ
に
も
拘

わ
ら
ず
、
世
俗
的
な
嗜
好
や
趣
味
に
適
う
肉
体
美
と
し
て
表
現
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
同
様
の
傾
向
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
作
品
を
手
本
に
し
て
作
ら
れ

た
ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
期
の
小
彫
刻
と
工
芸
作
品
に
つ
い
て
妥
当
す

る
。
そ
れ
を
典
型
的
に
示
す
作
例
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
二
つ
の
素
描
（
図
7

と
図
8
）を
一
対
の
象
牙
浮
彫
で
表
現
し
た
作
品（
図
20
）で
あ
る
。
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
素
描
で
は
イ
ヴ
か
ら
派
生
し
た
女
性
の
背
面
裸
体
像
（
図
7
）
と

ル
ク
レ
テ
ィ
ア
の
正
面
裸
体
像
（
図
8
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
対
の
象

牙
浮
彫
で
は
、
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
た
女
性
が
、
あ

た
か
も
湯
浴
み
後
に
く
つ
ろ
い
で
い
る
か
の
よ
う
に
、
原
画
に
は
な
い
角

柱
の
台
座
ま
で
添
え
ら
れ
て
、
そ
の
上
に
右
腕
の
肘
を
の
せ
、
正
面
と
背

面
か
ら
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
象
牙
浮
彫
作
品
は
、
コ
レ
ク
タ
ー
等
限
ら

れ
た
階
層
の
人
た
ち
に
の
み
鑑
賞
で
き
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
を
、
身
近

に
日
常
的
に
享
受
し
た
い
と
い
う
、
当
時
広
く
世
間
で
懐
か
れ
た
美
的
要

求
に
応
え
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
的
身
体
像
は
、

こ
の
よ
う
な
小
彫
刻
作
品
や
工
芸
作
品
を
通
じ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ

ロ
ッ
ク
の
西
欧
世
界
に
広
く
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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デューラー的身体の受容
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